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3P・2041 イオ ン 液 体 を利 用 したバ イ オ マ ス の 前処理 ・
糖
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【背鼠 ・目的】バ でオ エ タ ノ
ー

ル 製造を 目的 と した実バ イオ マ ス前 処 理方

法 と して 、従来、酸や アル カ リと い っ た化学処 理や 、加圧熱水 や超 臨界 と

い っ た手法が報告されて い る．しか し、い ずれ も高温
・
高圧 で の反 応条件

が必 須で あ ると同時 に 、多量の 糖化酵素が必要 となる。本研究 で は、従来

技術の 課題解決を 目指 し、イオ ン 液体を利用 し た新 しい 前処理 法を検討 し

た。
【方 法

。
結果】市販の 親水性 イ オ ン 液体数種類 にっ い て、カ チ オ ン 部位な

らびに ア ニ オ ン 部位を 系統的 に変え 、結 晶性セ ル ロ ー
ス な らびに実バ イオ

マ ス （バ ガ ス 、ユ ーカ リ、お よび ス ギ） に 対す る 前処理 ・酵素糖化 を評価

した。前処 理反 応 として、イオ ン 液 体存在下で leo −−120 ℃、30 分 間加熱

し、室温に 戻 した 後、直接セ ル ラーゼ 水溶液 を添加 して酵素糖化 を 行う系

な らび に 貧溶媒で バ イ オマ ス を 洗浄後、イ オ ン 液体 を除 去 した 後に 酵素糖

化を 行 う系の 双 方に っ い て 検討 を 行った 。XRD に よ る前 処理 効果の 評価の

結 果 、何 れ の 方 法 に お いて もセ ル ロ ー
ス 結 晶化 度 の低 減 が確 認 され 、既 報

の イオ ン 液 体 以 外 に も前処 琿 に 有効 な イ オ ン液体 の 存在が確 認 され た．
尚、本 研 究は 、　
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【背景 ・凵的 】 バ イ オ エ タ ノ
ー

ル製 造 を 目的 と した バ イオ マ ス 前 処 埋 法

と して 、酸 や ア ル カ リと い っ た 化学 処 理 な どが 報 告 され て い る．しか し、
高温 ・高圧反応 で ある と 同 時に 、多量 の 糖化酵 素を 投 入 し な けれ ば 糖化 が

充 分に進 まない こ と指 摘されて い る。また 糖が過分 解 され た発酵阻 害物 の

生成 も課題 で ある。従 来の 課題解決を 目指 し、イオ ン 液体 を利用 した新 し

い 前処理
。
糖化

・
発酵技術 を検討 した 。

【方法
・
結果 】 親水 性 イオ ン 液体 に っ い て 、バ イオ マ ス の前 処埋

・
糖化

を検討 した。イオ ン液体存在 Fで バ イオ マ ス を 加 熱
・
洗浄後、イオ ン液体

を除去 した。次 に、セ ル ロ ー
ス 糖化酵素を 添加 し、糖化効率を測 定 した 。

そ の結 果、酢酸 系ア ニ オ ン を有す る イオ ン 液体が 前処 理 に適し て い る こ と

が 確認 され た。また 、少量 の 酵素 量で あって も、高 い 糖化効率 を示 す こ と

が わか った。次 に、イオ ン 液体処理バ イオ マ ス に セ ル ロ
ー

ス 糖化酵素 を表

層提示 させ た組換 え酵 母を 添加 し、1司時糖化発酵を 検 討 した結果、糖化酵

素 を添 加 しな くて も、組 換 え酵母 の み で エ ダ ノ ー
ル 生産が 確認 された c
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【背景
・
目的】本研究で は バ ／オ エ タノ ール 生産 に お けるバ ／オ マ ス 前処

理 法の 課題解決を 目指 し、イオ ン液体を 利用 し た新た なバ イオ マ ス の前処

理 ・糖化 ・発酵技術 の 開発を目的 と した 。セ ル ラ ーゼ群 を細胞表層に 提示

したア ーミ ン グ酵母を用い 、でオ ン 液体前処理 セ ル ロ ース の 分解特 性及び

エ タ ノ
ー

ル 生産性に っ い て検 討を行 った。
【方法 ・結果】

こ れ まで に セ ル ロ ース を溶解す る こ とが 報告 され て い る イオ ン 液体 を 用い

て セ ル ロ ース の 前処理 を行った 。結 晶性 セ ル ロ ー
ス （ア ビセ ル ） を イオ ン

液体 に 加 え、80℃ で 加 熱攪拌す る こ とで セ ル ロ ー
ス を溶 解 した 。放 冷後、

酢酸バ ッ フ ァ
ーを 添 加 す る こ とで セ ル ロ ー

ス を 再 生 させ 、ここ に培 地 及び

ア ーミ ン グ 酵 母 を 加 え 、イ オ ン液体 共 存 下 で 発 酵 を 開始 した．結 晶 性 セ ル

囗 一ス が ア ー一ミン グ 酵母 に よ って 殆 ど分 解 され な い の に対 し、．イオ ン液 体

で前 処 理 した セ ル ロ ・一ス は 効率的 に分解 され、エ タ ノ ールが生麗 さ れた 。
また、ア ニ オ ン の 種類が異 なるイオ ン 液体 （リン酸 系、酢酸系、塩 素系）

を用 い て 比較 を行 った と こ ろ 、リン 酸系 の イ オ ン 液 体を用 い て 前処理 を

行った 系に お い て 最も高い エ タ ノール 生 産性が 得 ら れた
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【背景 ・H 的】
本研究 で は バ イオ エ タ ノール生産に お けるバ イオ マ ス 前処 理法の 諜題解

決 を 目指 し、イオ ン 液 体 を利 用 した新た なバ イ オ マ ス の 前処 理
・
糖化

・
発酵技 術の 開発を 目的と したc セ ル ラ ーゼ 提示 アーミン グ酵母 を用 い た イ

オ ン 液体 前処理 セ ル ロ
ー

ス （バ イオ マ ス 〕か らの エ タ ノ ール 生産 に っ い て

種 tt の 検討 を行 い 、前処理 の 影響お よび発酵特性 に っ い て 解析 した。
【方法

・
結果1

セ ル ロ ー
ス を 溶解す る こ とが 報告 さ れて い る イオ ン 液体 を用い て 、結 晶

性 セル ロ ー
ス （ア ビセ ル） ある い はバ でオ マ ス を 80℃ で前処理 した。再牛

し たセ ル 囗 一
ス 原 料 に 培地 お よ び ア ーミン グ酵母 を 加 え、イオ ン 液体共存

下 にお い て 発酵 を開 始 した ，そ の 結 果 、イオ ン 液 体 で 前 処 理 し たセ ル ロ ー
ス 原料 か ら は ア ーミ ン グ酵母 に よ って 非常 に 効 率 的 に エ タ ノールが 生 産 さ

れたe また、発酵温度 に っ い て 検討 を行 ったと ころ 、30℃付近 で最 も高 い

エ タ ノ
ー

ル 生産性が 得 られ、40 ℃以上で はセ ル ロ ース の分 解 は促進 され る

もの の 、エ タ ノ
ー

ル は ほ とん ど生成 され ない こ とが 明らか と なった。
本 研 究 は 、　
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